
本
論
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
九
州
征
討
」
は
、
豊
臣
政
権
の
天
下
統
一
事
業
の

一
環
で
あ
り
、
豊
臣
政
権
の
天
下
統
一
事
業
は
戦
国
大
名
等
を
中
心
と
す
る
地

域
勢
力
が
割
拠
し
た
中
世
日
本
社
会
か
ら
、
江
戸
幕
府
を
頂
点
と
す
る
統
一
社

会
で
あ
る
近
世
社
会
へ
移
行
す
る
切
欠
と
な
る
重
要
な
事
例
で
あ
る
。
豊
臣
政

権
の
天
下
統
一
事
業
の
中
で
も
「
九
州
征
討
」
は
藤
木
久
志
氏
・
藤
田
達
生
氏
．

立
花
京
子
氏
・
藤
井
護
治
氏
・
尾
下
成
敏
氏
・
竹
井
英
文
氏
な
ど
、
数
多
く
の

研
究
者
が
論
文
で
言
及
し
て
い
る
。
以
下
に
惣
無
事
令
の
研
究
史
を
述
べ
て
い

く
。

ま
ず
、
藤
木
久
志
氏
は
一
九
八
五
年
に
「
豊
臣
平
和
令
と
戦
国
社
会
」
で
、

豊
臣
秀
吉
が
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
に
薩
摩
の
戦
国
大
名
島
津
義
久
に
出

し
た
一
つ
の
秀
吉
直
書
を
豊
臣
政
権
の
「
惣
無
事
令
」
の
最
初
の
事
例
と
し
て

扱
っ
て
い
る
。
こ
の
文
書
は
こ
れ
以
降
【
史
料
二
（
本
論
の
一
○
頁
で
取
り

扱
う
）
と
し
て
扱
う
。
こ
こ
で
い
う
「
惣
無
事
令
」
と
は
、
平
和
を
基
調
と
し

た
法
令
の
事
で
あ
り
、
藤
木
氏
は
豊
臣
政
権
が
「
惣
無
事
令
」
と
い
う
法
的
効

力
を
有
し
た
概
念
を
持
ち
、
そ
れ
を
豊
臣
政
権
の
全
国
統
一
の
基
本
路
線
と
し

令
和
元
年
度
修
士
論
文

「
豊
臣
秀
吉
の
九
州
征
討
と
惣
無
事
令
」
要
旨

文
学
研
究
科
歴
史
学
専
攻

小
椋
敬
大

た
と
、
主
張
し
て
い
る
。
秀
吉
は
そ
の
あ
と
の
天
正
十
四
年
七
月
中
旬
に
対
島

津
戦
を
行
っ
た
。
藤
木
氏
は
こ
の
戦
を
「
平
和
を
回
復
す
る
た
め
」
に
秀
吉
が

行
っ
た
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
秀
吉
の
天
下
統
一
事
業
は
「
天
下
に
平
和
と

い
う
秩
序
を
認
す
」
た
め
に
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
藤
木
氏
の

説
は
「
平
和
」
の
実
現
と
い
う
論
理
で
九
州
停
戦
令
を
捉
え
た
最
初
の
説
に
な
る
。

し
か
し
、
あ
と
に
藤
田
達
生
氏
と
立
花
京
子
氏
な
ど
が
藤
木
説
の
批
判
を

行
っ
て
い
る
。
立
花
京
子
氏
は
【
史
料
二
が
、
惣
無
事
令
と
い
う
法
的
概
念

に
基
づ
い
て
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
天
皇
の
叡
慮
と
い
う
形
で
出
さ
れ
た

「
天
下
静
誰
令
」
で
あ
る
と
、
主
張
し
た
。
天
下
静
護
権
と
は
天
皇
か
ら
移
譲

さ
れ
た
将
軍
的
権
限
を
そ
の
形
成
基
盤
と
し
、
停
戦
令
の
本
質
は
室
町
幕
府
将

軍
の
天
下
静
謎
執
行
権
と
似
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
秀
吉
の
停
戦
令
に
は
天
皇
か
ら
の
命
令
と
い
う
形
で
あ
る
が
、
幕
府
の

将
軍
的
権
力
と
い
う
概
念
が
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
主
張
で
あ
る
。

続
い
て
、
藤
井
談
治
氏
は
、
「
惣
無
事
は
あ
れ
ど
も
惣
無
事
令
は
な
し
」
で
、

藤
木
氏
の
惣
無
事
令
の
存
在
自
体
に
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。
藤
井
氏
は
藤
木
氏

が
惣
無
事
令
の
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
東
国
諸
大
名
へ
の
秀
吉
書
状
と
、
東

国
の
惣
無
事
令
、
特
に
北
条
氏
・
徳
川
氏
間
の
惣
無
事
令
の
関
係
に
つ
い
て
考

察
し
た
。
竹
井
英
文
氏
は
、
東
国
の
停
戦
令
等
を
検
討
し
、
惣
無
事
令
が
登
場

し
た
時
代
背
景
を
検
討
す
る
こ
と
で
惣
無
事
令
に
再
検
討
を
加
え
た
。
そ
し
て
、

昨
今
の
研
究
で
は
黒
嶋
敏
氏
等
が
、
秀
吉
の
九
州
征
討
ま
で
の
政
治
過
程
を
検

討
し
た
。
黒
嶋
氏
は
、
天
正
十
三
年
に
島
津
氏
等
に
発
令
さ
れ
た
秀
吉
の
停
戦
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令
と
、
そ
れ
に
伴
い
、
出
さ
れ
た
国
分
案
は
場
当
た
り
的
な
も
の
で
あ
り
、
明

確
な
思
想
（
こ
こ
で
は
惣
無
事
令
に
あ
た
る
）
が
あ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
、

藤
木
氏
の
惣
無
事
令
を
否
定
し
た
。

し
か
し
、
黒
嶋
氏
は
【
史
料
二
な
ど
に
「
静
読
」
の
語
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

藤
木
氏
の
「
平
和
」
が
停
戦
令
の
基
盤
を
成
し
て
い
た
こ
と
ま
で
は
否
定
し
て

い
な
い
。
惣
無
事
令
が
秀
吉
の
基
本
政
策
だ
っ
た
と
、
考
え
る
の
は
難
し
い
と

し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
惣
無
事
令
の
研
究
史
を
追
っ
て
い
っ
た
。

本
論
の
第
一
章
で
は
、
研
究
史
の
検
討
に
加
え
、
『
島
津
家
文
書
」
天
正
十

三
年
十
月
二
日
付
け
嶋
津
修
理
大
夫
宛
て
秀
吉
直
書
に
見
え
る
秀
吉
の
停
戦
令

【
史
料
二
に
該
当
す
る
史
料
を
中
心
に
秀
吉
の
惣
無
事
令
を
検
討
し
た
。
次

に
、
【
史
料
一
】
の
添
状
と
し
て
出
さ
れ
た
天
正
十
三
年
十
月
三
日
付
け
伊
集

院
左
衛
門
大
夫
宛
て
書
状
で
、
秀
吉
の
停
戦
令
の
趣
旨
を
検
討
し
た
。
宛
先
の

伊
集
院
左
衛
門
大
夫
は
伊
集
院
忠
棟
の
事
で
あ
り
、
島
津
氏
の
重
臣
で
あ
る
。

差
出
人
は
玄
旨
・
宗
易
の
二
人
で
、
玄
旨
は
細
川
幽
斎
、
宗
易
は
千
利
休
の
事

で
あ
る
。
千
利
休
は
秀
吉
の
家
臣
で
、
茶
人
で
著
名
で
あ
る
が
、
そ
の
本
質
は

茶
人
と
し
て
の
活
動
を
通
し
て
秀
吉
の
政
治
的
意
向
を
代
弁
し
、
各
地
の
大
名

に
書
状
を
出
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
実
態
と
し
て
は
秀
吉
の
家
臣
に
近
い
存
在
に

な
る
。
細
川
幽
斎
は
長
岡
幽
斎
と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
元
々
は
室
町
幕

府
将
軍
の
幕
臣
で
あ
っ
た
が
、
織
田
信
長
と
足
利
義
昭
が
対
立
し
、
義
昭
が
京

都
を
追
放
さ
れ
る
際
に
織
田
信
長
に
鞍
替
え
し
た
。
天
正
十
年
の
本
能
寺
の
変

以
降
は
秀
吉
に
接
近
し
、
秀
吉
の
家
臣
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
両
人
が
【
史
料

一
一
で
は
詳
し
く
語
ら
な
か
っ
た
秀
吉
の
意
向
を
｛
史
料
二
】
で
代
弁
し
て
い

る
の
で
、
こ
の
書
状
も
【
史
料
二
と
同
様
に
第
一
章
第
一
節
で
検
討
し
た
。

続
い
て
、
本
論
の
構
成
を
述
べ
る
。

本
論
は
一
章
構
成
と
す
る
。
ま
ず
第
一
章
の
第
一
節
は
「
豊
臣
秀
吉
の
九
州

征
討
」
と
題
し
て
、
豊
臣
秀
吉
の
九
州
征
討
を
検
討
し
、
豊
臣
政
権
の
軍
事
的

動
向
・
外
交
動
向
・
政
治
的
動
向
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
藤
木
久
志
氏
が
提
起

し
た
「
惣
無
事
令
」
に
つ
い
て
平
和
を
基
調
と
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
ど
う
か

と
い
う
点
を
考
察
す
る
。
第
二
節
は
、
「
秀
吉
と
毛
利
氏
」
と
題
し
、
豊
臣
秀

吉
と
毛
利
氏
の
九
州
征
討
に
お
け
る
関
係
性
を
考
察
し
、
毛
利
勢
の
軍
制
と
、

筑
後
攻
め
・
戸
次
川
の
戦
い
を
考
察
す
る
。
戸
次
川
の
戦
い
の
敗
戦
後
の
、
大

友
氏
と
毛
利
家
と
の
関
係
も
考
察
し
、
九
州
征
討
の
実
像
の
一
端
を
解
明
し
て

い
き
、
ま
と
め
で
藤
木
氏
の
惣
無
事
令
に
つ
い
て
筆
者
の
考
え
と
し
て
の
結
論

を
出
し
て
い
く
。

第
二
節
で
は
秀
吉
の
九
州
出
陣
に
お
け
る
毛
利
氏
に
対
し
て
の
指
示
を
中
心

に
、
秀
吉
と
毛
利
氏
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
時
期
の

毛
利
氏
と
秀
吉
の
関
係
は
盤
石
の
関
係
と
は
言
い
切
れ
な
い
所
が
あ
る
。
特
に

九
州
出
兵
直
前
の
毛
利
氏
と
秀
吉
の
関
係
は
微
妙
な
関
係
で
あ
り
、
秀
吉
が
毛

利
氏
に
対
し
て
叱
責
を
し
た
部
分
す
ら
あ
る
。
毛
利
氏
は
第
一
節
で
も
述
べ
た

よ
う
に
、
秀
吉
の
九
州
征
討
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
、
非
常
に
重
要
な
存
在
で

あ
っ
た
。
こ
こ
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
で
、
秀
吉
と
毛
利
氏
の
関
係
を
解
明
し
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て
い
く
の
が
第
二
節
で
あ
る
。
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